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秋風に揺れる純白の花
～ 高杖原の蕎麦畑 ～
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平成３０年度　決算概要

　

平
成
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ま
た
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形
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し
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平
成
30
年
度
決
算
は
、
数
値
上
は

お
お
む
ね
良
好
で
す
が
、
依
然
と
し

て
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
し
た
依

存
財
源
の
割
合
が
高
い
状
況
で
す
。

決
算
は「
お
お
む
ね
良
好
」

お知らせします 平成３０年度 町の決算
一般
会計

歳入総額 １３８億３８０万円

歳出総額 １３３億３４９万９千円

形式収支 ５億３０万１千円

実質収支 ４億７８４万８千円

歳 入 １３８億３８０万円（町民１人あたり８９万３３７円）※平成３１年３月３１日現在の人口で算出

依存財源
74.1％

自主財源
25.9％

町税（11.4％）
15億7,258万3千円

繰入金（7.0％）
9億5,860万7千円

繰越金（3.2％）
4億3,879万1千円

諸収入（1.3％）
1億8,338万1千円

その他自主財源（3.0％）
　分担金及び負担金　　　5,896万8千円
　使用料及び手数料　　　9,277万7千円
　財産収入・寄付金　2億7,189万7千円
　※内、ふるさと納税　　1,751万2千円

その他依存財源（3.9％）
　地方譲与税　　　　1億7,189万1千円
　地方消費税交付金　　　3億1,079万円
　自動車取得税交付金　　3,832万7千円
　その他の交付金　　　　1,749万1千円

国庫支出金（5.8％）
8億334万6千円

県支出金（5.6％）
7億7,070万6千円

町債（12.1％）
16億7,051万7千円

地方交付税（46.7％）
64億4,372万9千円

歳入

　歳入決算の主な増減項目は、会津高原リ

ゾート㈱が所有する、会津高原たかつえス

キー場内の建物と土地の取得や、小中学校へ

の空調設備設置を含めた公共施設の改修経費

に、地域づくり振興基金や公共施設等整備基

金を充当したことにより、繰入金が前年度比

１５６. ３％増となりました。

　 一 方 で、 災 害 復 旧 事 業 費 補 助 金 を 含 め

た国庫支出金が３２. ８％減、県支出金が

１８. ５％減、歳入の約４７％を占める地方交

付税が１. １％の減となりました。

歳 出 １３３億３４９万９千円（町民１人あたり８５万８，０６８円）※平成３１年３月３１日現在の人口で算出

性質別

目的別

歳出

義務的経費
（34.2％）

45億4,201万円

投資的経費
（22.5％）

29億9,610万3千円
その他の経費

（43.3％）
57億6,538万6千円

人件費（14.8％）
19億6,618万6千円

扶助費（7.3％）
9億7,055万1千円

公債費（12.1％）
16億527万3千円

普通建設事業費（20.9％）
27億8,002万6千円

災害復旧事業費（1.6％）
2億1,607万7千円

物件費（13.0％）
17億3,333万1千円

維持補修費（3.8％）
4億9,956万6千円

積立金（3.0％）
4億470万3千円

補助費等（14.9％）
19億7,731万6千円

投資及び出資金・
貸付金（0.5％）
7,002万円

繰出金（8.1％）
10億8,045万円

議会費（0.9％）
1億1,673万7千円

総務費（15.2％）
20億2,200万円

民生費（18.2％）
24億2,087万7千円

衛生費（7.4％）
9億8,377万9千円 労働費（0.1％）

1,046万9千円

農林水産業費（6.8％）
9億406万5千円

商工費（9.3％）
12億3,326万8千円

土木費（10.4％）
13億8,083万6千円

消防費（6.4％）
8億5,536万5千円

教育費（11.8％）
15億7,673万9千円

公債費（12.1％）
16億527万3千円

災害復旧費（1.4％）
1億9,409万1千円

　歳出決算規模の主な増減項目を性質別にみると、投

資的経費で関東・東北豪雨災害復旧事業が概ね完了し

たため、災害復旧事業費が前年度比７２. ７％減、普

通建設事業費も、伊南学校給食センター建設事業など

の大規模事業が実施されましたが、前年度に庁舎建設

事業や南郷総合センター整備事業の完了により、前年

度比８. ８％減、全体では２２. ０％減となりました。

　また、義務的経費やその他の経費は、除雪経費の減

により維持補修費が前年度比２３. ３％減となったも

のの、あいづふるさと基金出資金返還金収入を財源と

したふるさとづくり基金や、ヤマザクラ一万本の里づ

くり基金への積立で、積立金が前年度比１２４. ６％

増、前年度に引き続き、人件費や物件費といった経常

的経費の増で、全体的には前年度比で義務的経費が

１. ４％増、その他の経費が１. ７％増となりました。

町
財
政
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見
通
し
は

　

引
き
続
き
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国
の
地
方
財
政
対
策

に
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視
し
つ
つ
、
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中
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縮
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。

　

さ
ら
に
、
資
産
の
有
効
活
用
や
受

益
者
負
担
の
適
正
化
で
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主
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を
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保
し
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に
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確
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取
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組
め
る
盤
石
な
財
政
構
造
の

確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会　計　名 歳　入 歳　出 実質収支

国 民 健 康 保 険 17 億 8,646 万 3 千円 17 億 7,383 万 7 千円 1,262 万 6 千円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,682 万円 2 億 1,530 万 9 千円 151 万 1 千円

介 護 保 険 22 億 7,780 万 6 千円 22 億 4,220 万 4 千円 3,560 万 2 千円

農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 5,083 万 3 千円 1 億 4,310 万 2 千円 773 万 1 千円

公 共 下 水 道 事 業 4 億 1,418 万 9 千円 3 億 6,428 万 5 千円 4,990 万 4 千円

企業会計 収　入 支　出 実質収支

水 道 事 業
収益的収支 6 億 519 万円 5 億 7,027 万 8 千円 3,491 万 2 千円

資本的収支 3 億 39 万 5 千円 4 億 8,299 万 3 千円 － 1 億 8,259 万 8 千円

特別
会計

※特別会計は、特定の事業を行うために、一般会計と区別して経理する会計です。
※水道事業会計（企業会計）の不足額は、損益勘定留保資金、消費税当年度分資本的収支調整額により補てんされています。

地 方 債 残 高

　事業実施の財源として、国や銀行
から借り入れるお金を「地方債」と
いいます。平成30年度末の残高は、
前年度から1億1,542万円減少してい
ます。

※一般会計と特別会計などを合計した金額です。

健全化判断比率

　町財政の健全性を判断するための
財政健全化法に基づく指標は、昨年
に引き続き早期健全化基準値を大き
く下回りました。

項　目 比率 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― 13.69％

連結実質赤字比率 ― 18.69％

実 質 公 債 費 比 率
⎛平成２８～３０年度の⎞
⎝３か年平均　　　　　⎠

　5.2％ 　25.0％

将 来 負 担 比 率 25.0％ 350.0％

資 金 不 足 比 率 ― 　20.0％

※該当がなく算定されない項目は「―」で表示
　しています。

200

210

220

28年度 29年度 30年度

214億
8,661万円

218億
2,709万円

217億
1,167万円

今月号は、表紙と裏表紙を見開いて
ご鑑賞ください。
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特集：町税や各種使用料等の
　　　期限内納付にご協力ください

町税や公共料金等の
期限内納付にご協力ください

～滞納〝０
ゼロ

〟を目指して～
町が提供する住民サービスの貴重な財源となる「町税や公共料金等」
本号では、滞納の現状や滞納解消に向けた町の取り組みを紹介します。

町
税
や
公
共
料
金
は

　
　
　
　
貴
重
な
財
源
で
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税
（
個

人
税
・
法
人
税
）
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税

や
、保
育
料
や
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料
金
は
、

町
の
歳
入
（
自
主
財
源
）
で
大
き
な
柱
と
な
る

収
納
実
績
（
納
入
と
滞
納
）

　

平
成
30
年
度
決
算
の
収
納
実
績
で
は
、
現
年

度
分
（
表
２
）
の
未
納
率
が
全
体
の
１
・
９
％

に
対
し
、
滞
納
繰
越
分
（
表
３
）
の
未
納
率
が

全
体
の
85
・
５
％
と
、
高
い
数
値
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

滞
納
金
の
回
収
に
は
少
な
か
ら
ず
コ
ス
ト
が

発
生
す
る
た
め
、
期
限
内
に
納
め
ら
れ
た
お
金

が
滞
納
整
理
に
使
わ
れ
る
な
ど
、
町
や
町
民
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
不
公
平
感
も
生

ま
れ
ま
す
。

財
源
で
あ
り
、
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
で
見

る
と
、
表
１
の
よ
う
な
割
合
で
す
。

　

納
付
い
た
だ
い
た
町
税
や
公
共
料
金
等
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
社
会
資
本
の
整
備
に
使
わ

れ
、皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
、
快

適
な
暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
、
町
税
や
公
共

料
金
等
の
負
担
の
公
平
性
が
保
た
れ
る
よ
う
、

期
限
内
の
納
付
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
滞

納
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【平成３１年度 当初予算に対する町税等の割合】

会計区分 当初予算額① 科目 当初予算額② 割合（②÷①）

一般会計 128億3,400万円

町税 15億5,757万2千円 12.2％

負担金及び分担金（私立保育料） 3,270万9千円 　0.3％

使用料及び手数料（公立保育料） 1,803万1千円 　0.1％

使用料及び手数料
（公営住宅使用料） 5,270万8千円 　0.4％

特
別
会
計

国民健康保険 17億3,700万円 国民健康保険税 3億3,974万7千円 19.6％

後期高齢者医療 2億2,060万円 後期高齢者医療保険料 1億3,174万円 59.7％

介護保険 21億9,580万円 介護保険料 4億471万8千円 18.4％

農業集落排水事業 1億4,310万円 下水道使用料 5,127万7千円 35.8％

公共下水道事業 3億5,600万円 下水道使用料 1億89万9千円 28.3％
企業
会計 水道事業（収益的収入） 5億9,937万9千円 給水収益（水道料金） 3億9,813万9千円 66.4％

表 １

【注意】ここで示す町税や公共料金等は、町の滞納整理対策から主な科目のみ抜粋しています。

【平成３０年度 収納実績（現年度分）】

会計区分 科目 納入されるべき額① 納入済額② 不納欠損額③ 滞納額④ 滞納率
（④÷①）

一般会計

町税 15億8,794万4千円 15億6,180万1千円 ― 2,614万3千円 1.6％
負担金及び分担金（私立保育料） 4,056万1千円 4,478万9千円 27万2千円 0.6％

使用料及び手数料（公立保育料） 1,830万円 1,814万7千円 ― 15万3千円 0.8％
使用料及び手数料

（公営住宅使用料） 5,209万9千円 5,209万9千円 ― 0円 0％

特
別
会
計

国民健康保険 国民健康保険税 3億2,475万7千円 3億677万2千円 ― 1,798万5千円 5.5％
後期高齢者医療 後期高齢者医療保険料 1億2,374万8千円 1億2,282万8千円 ― 92万円 0.7％

介護保険 介護保険料 4億2,079万3千円 4億1,897万4千円 ― 181万9千円 0.4％
農業集落排水事業 下水道使用料 5,101万円 5,000万5千円 ― 100万5千円 2.0％
公共下水道事業 下水道使用料 9,900万5千円 9,783万3千円 ― 117万2千円 1.2％

企業
会計 水道事業（収益的収入） 給水収益（水道料金） 3億9,060万4千円 3億8,019万3千円 ― 1,041万1千円 2.7％

計 31億1,332万1千円 30億5,344万1千円 ― 5,988万円 1.9％

表 ２

【平成３０年度 収納実績（滞納繰越分）】

会計区分 科目 納入されるべき額① 納入済額② 不納欠損額③ 滞納額④ 滞納率
（④÷①）

一般会計

町税 1億3,198万3千円 1,078万1千円 599万4千円 1億1,520万8千円 87.3％
負担金及び分担金（私立保育料） 287万9千円 109万円 0円 178万9千円 62.1％
使用料及び手数料（公立保育料） 57万2千円 7万8千円 0円 49万4千円 86.4％

使用料及び手数料
（公営住宅使用料） 2,244万5千円 99万1千円 0円 2,145万4千円 95.6％

特
別
会
計

国民健康保険 国民健康保険税 1億1,153万6千円 1,370万8千円 222万8千円 9,560万円 85.7％
後期高齢者医療 後期高齢者医療保険料 318万1千円 10万3千円 0円 307万8千円 96.8％

介護保険 介護保険料 1,303万2千円 86万7千円 0円 1,216万5千円 93.3％
農業集落排水事業 下水道使用料 907万円 46万5千円 0円 860万5千円 94.9％
公共下水道事業 下水道使用料 517万1千円 69万1千円 0円 448万円 86.6％

企業
会計 水道事業（収益的収入） 給水収益（水道料金） 9,193万4千円 801万3千円 1,195万6千円 7,196万5千円 78.3％

計 3億9,180万3千円 3,678万7千円 2,017万8千円 3億3,483万8千円 85.5％
※「納入されるべき額①」は、平成２９年度までの累積額です。

表 ３
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取
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特集
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町は、今後も町税や公共料金等の滞納解消や相談窓口の充実に取り組み、負担の公平性の確保に努めていきます。
【 問 合 せ 】

担当部署 電話番号 担当する税金・公共料金等
税　務　課　収　税　係 ０２４１- ６２- ６１１０ 町税・国民健康保険税
住民生活課　国保年金係 ０２４１- ６２- ６１２０ 後期高齢者医療保険料
健康福祉課　子育て支援係

０２４１- ６２- ６１７０
保育料（私立・公立）

健康福祉課　介護保険係 介護保険料
建　設　課　管　理　係 ０２４１- ６２- ６２３０ 町営住宅使用料
環境水道課　業　務　係 ０２４１- ６２- ６１４０ 水道料金・下水道使用料（農業集落排水・公共下水道）

特集：町税や各種使用料等の　　　
期限内納付にご協力ください

町税・公共料金等の納付に関するＱ＆Ａ

Ｑ．納付書を紛失しました。

　　どうしたらよいですか？
Ａ．担当部署で再発行します。

　　また、お電話をいだだければ、新しい納付書をお送り

　　することもできます。

Ｑ．どこで納付できますか？ Ａ．納付書は、役場や指定金融機関のほか、町税や公共料

　　金等の一部は東北６県の郵便局（簡易郵便局を含む。）

　　でも利用できます。

　　利用できる金融機関等は、納付書に記載しています。

Ｑ．納付の期限を過ぎて納付

　　したら、督促状が届きま

　　した。

Ａ．金融機関や郵便局で納付すると、町の納付確認に数日

　　かかるため、督促状が届く場合があります。

　　納付内容と、督促状の内容が同じであれば、行き違い

　　ですのでご容赦ください。

Ｑ．納付書以外の納付方法は

　　ありませんか？
Ａ．町は、指定口座から自動的に引き落とす口座振替をお

　　勧めしています。

　　振込手数料は無料で、一度申し込めば納め忘れもなく

　　安心な口座振替を、ぜひご利用ください。

Ｑ．どうしても納付できない

　　ときは、どうすればよい

　　ですか？

Ａ．町税や公共料金等を滞納した場合、未納分を含めて一

　　括して納付することが原則です。（場合によっては延滞

　　金が発生します。）

　　ただし、病気や失職などの特別な事情があると認めら

　　れた場合は、分割などの方法で納めることもできます

　　ので、問い合わせ先へお早めにご相談ください。

Ｑ．町外へ引っ越しをしても、

　　南会津町に納付するので

　　すか？

Ａ．町税は基準日、公共料金等は使用日（月）で算出され

　　るなど、種類や内容によって取り扱いが異なります。

　　詳しくは、問い合わせ先にご確認ください。

請求はかんたん

①平成３１年４月１日以前から受給している方

　日本年金機構から届く封書の中に入っている「ハガキ」に記入して投函します。

　・同封の請求書を切り離し、氏名などを記入します。

　・目隠しシールと切手を貼って、郵便ポストに投函します。

②平成３１年４月２日以降に受給しはじめた方

　年金の請求書と一緒に書類をお送りしていますので、年金事務所または役場の

窓口で手続きをしてください。

年金生活者支援給付金制度のご案内１０月１日から
「年金生活者支援給付金制度」は、消費税の引き上げ分を活用し、

公的年金などの収入金額やその他の所得が一定基準以下の年金受給者の生活を支援するために、
年金に上乗せして支給されるものです。

１「老齢年金生活者支援給付金」老齢基礎年金受給者

以下の給付要件を満たしている方が対象者です。

　●６５歳以上の老齢基礎年金受給者

　●請求者の世帯全員の町民税が非課税

　●前年の公的年金などの収入金額※とその他の所得（給与や利子など。）の合計金額が８７９,３００円以下

　※障害年金・遺族年金等の非課税収入は含まれません。

給　付　額

月額５,０００円を基準に、保険料納付済期間などに応じて算出され、次の１と２の合計額

１
保険料納付済期間に

基づく額（月額）
＝ ５,０００円 ×

保険料納付済

期間
／ ４８０月

２
保険料免除期間に

基づく額（月額）
＝ １０,８３４円 ×

保険料免除

期間
／ ４８０月

２「障害年金生活者支援給付金」
障害基礎年金受給者

以下の給付要件を満たしている方が対象者です。

　●障害基礎年金受給者

　●前年の所得※が「４６２万１千円＋扶養親族の

　　数×３８万円以下」

　※障害年金等の非課税収入は、給付金の判定に用いる所得

　　には含まれません。

給　付　額

障害等級２級の方 障害等級１級の方

（月額）５,０００円 （月額）６,２５０円

３「遺族年金生活者支援給付金」
遺族基礎年金受給者

以下の給付要件を満たしている方が対象者です。

　●遺族基礎年金受給者

　●前年の所得※が「４６２万１千円＋扶養親族の

　　数×３８万円以下」

　※遺族年金等の非課税収入は、給付金の判定に用いる所得

　　には含まれません。

給　付　額

（月額）５,０００円

問合せ

給付金専用ダイヤル　０５７０-０５-４０９２

会津若松年金事務所　０２４２-２７-５３２１

住民生活課　国保年金係　０２４１-６２-６１２０
※お問い合わせの際は、年金生活者支援給付金請求書（ハガキ）を

　ご用意ください。

詐欺にご注意を！

　　　　　　　　日本年金機構や厚生労働省から、

　　　　　　　電話で口座番号をお聞きしたり、

　　　　　　　手数料などの金銭を求めることは

　　　　　　　ありません。

役場からのお知らせ
town office information
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

【問合せ】住民生活課　戸籍住民係　電話０２４１- ６２- ６１２０

２０１９年１１月５日（火）からスタート！
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

令和２年４月１日から、保育所（幼稚園）への入所（入園）を希望する子どもを次のとおり募集します。
希望する子どもの保護者の方は、必ず期間内にお申込みください。

令和２年度 保育所入所・幼稚園入園のご案内

【掲載担当課】健康福祉課　子育て支援係　電話０２４１- ６２- ６１７０

地域 施設名称 所在地 定員 申込期間 電話番号

田島

（福）常真会　田島保育園 丹　藤 １２０人

１１月１日（金）
　～２９日（金）

※開所（開園）時間内

０２４１- ６２- １０４６

（福）南会津町社会福祉協議会
びわのかげ保育所 永　田 １２０人 ０２４１- ６２- ９７００

町立田部原保育所 田部原 　６０人 ０２４１- ６２- ３９９６

（学）東北カトリック学園
田島カトリック暁の星幼稚園 田島上町 　２５人 ０２４１- ６２- ０５６８

舘岩
町立舘岩幼稚園

松戸原
　７０人

０２４１- ７８- ３４３０
町立舘岩幼稚園小規模保育所 　　６人

伊南 町立伊南保育所 古　町 　６０人 ０２４１- ７６- ２０３４

南郷 町立南郷保育所 片　貝 　６０人 ０２４１- ７３- ２９００

定員等

　世帯の保護者（父母等）の町民税課税額、子どもの年齢により算定されます。
※町では、３～５歳（クラス年齢）の子どもの保育料を、本来保護者が施設に支払う副食費を含めて
　無償化しています。

保育料

・申し込みに関する書類は、各施設および健康福祉課、各総合支所町民課に備えてありますので、
　必要事項を記入の上、お申し込みください。
・できるだけ希望する施設で申し込みください。
・子どもの状況などをお聞きしますので、お申し込みの際には必ず保護者の方がお越しください。

申込方法

・希望する施設が定員を超えるときは、他の施設に変更していただく場合があります。
・保育の必要が認められなかったときは、入所できない場合があります。

その他

１０月の納税こよみ
町　　県　　民　　税　　第３期
国 民 健 康 保 険 税　　第４期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第４期
後期高齢者医療保険料　　第３期
国　　民　　年　　金　　９月分

納期限は１０月３１日（木）です

納税に関するお問い合わせは
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

消費税増税対策！２５％のプレミアム付

南会津町プレミアム付商品券を販売します
　１０月１日に、消費税が１０％に引き上げられました。

　町は、家計に与える影響の緩和と地域の消費を喚起するため、住民税非課税者と子育て世帯

向けのプレミアム付商品券を販売します。

購入対象者

①住民税非課税者 ②子育て世帯

　令和元年度に住民税（均等割）が課税されてい

ない方

※住民税課税者に扶養されている方（配偶者や扶

　養親族など。）、生活保護受給者などは除きます。

　平成２８年４月２日から令和元年９月３０日に

生まれた子どもを持つ世帯の世帯主

販 売 額 １冊４, ０００円（５００円券×１０枚つづりで５, ０００円分の商品券）

購 入 限 度 １人５冊 対象となる子ども１人につき５冊

申 請 手 続

①該当する可能性のある方に、８月下旬に「申請書」

　を郵送しています。購入を希望する方は、必要

　事項を記入・押印し、同封の返信用封筒で郵送、

　または申請先へ持参してください。

②申請受付後、交付決定した方には、順次「商品

　券購入引換券」を郵送します。

　【申請期限】

　１１月２９日（金）午後５時１５分必着

　【申請先】

　健康福祉課または各総合支所町民課

※申請書を失くした場合は、健康福祉課で再発行

　しますのでご連絡ください。

※申請は不要です。

　順次、対象となる子どもの人数分の「商品券購

入引換券」を、世帯主宛てに郵送します。

購 入 方 法
　郵送された「商品券購入引換券」と、購入者の身分証明書（免許証・保険証など。）を持参して商品券

を購入してください。

購 入 場 所 商工観光課（本庁舎２階）または各総合支所

販 売 期 間
９月２４日（火）～ 翌年２月２８日（金）　午前８時３０分～午後５時１５分

※閉庁日（土日祝日、年末年始）を除く。

使 用 期 間 １０月１日（火）～ 翌年３月１５日（日）

取 扱 店 町内１４３店舗（９月１３日現在）

問 合 せ

【商品券の販売・購入に関すること】商工観光課　商工振興係　電話０２４１- ６２- ６２００

【交付申請・購入引換券に関すること】健康福祉課　社会福祉係　電話０２４１- ６２- ６１７０

【 町 民 税 に 関 す る こ と 】税　務　課　町　税　係　電話０２４１- ６２- ６１１０

新たな〝詐欺〟にご注意を！
　商品券の発行によって、新たな詐欺が心配されますので、十分ご注意ください。

◆南会津町プレミアム付商品券自体を直接郵送することはありません！
◆「商品券を送るので、販売額を口座へ振り込んでください」は詐欺です！
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役場からのお知らせ
town office information

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　当社は、公共工事（土木・建築）や民間工事、冬期間は国や県、町の道路や民間の敷地内の除雪作業をしています。また、尾瀬国
立公園内の施設管理や木道の整備に長年携わり、山小屋への物資搬入などの人力で運べない資機材を、ヘリコプターをチャーターし
て輸送しています。
　その他、レーザースキャナを搭載した産業用ドローンによる測量や、小型の機体で空撮をしています。
　会社内部としては、仕事と家庭の両立を目指すため、有給休暇の積極的な取得、育児や介護が必要な従業員への特別休暇の付与など、
福利厚生にも力を入れています。

南総建 株式会社

シリーズ 19

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

【施工実績】
土木：田部地区ほ場整備工事、災害復旧工事（叶津川・桧沢川・
　　　旧駒戸峠）
建築：南郷合同庁舎耐震工事、さゆり荘パブリック棟建築工事
　　　（施工中）、尾瀬沼ビジターセンター新築工事（施工中）
【受賞経歴（優良工事）】
　赤岩平復旧治山工事（平成２８年）

　●会社の主な業務実績

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　私たち建設業は、人が何気ない日常を送るためになくてはな
らない業種です。
　例えば、道路、トンネル、橋、家、水道などのライフライン
の建設や修繕、冬期間の除雪作業、さらに災害時には昼夜問わ
ず応急復旧するなど、地域の人々のために全社員が建設業者と
してのプライドを持って、日々仕事をしています。

【会社概要】
◆代表取締役：星　拓朗　◆設立（合併）：２０１４年（平成２６年）４月１日　◆住所：南会津町山口字堀田７９１　◆ＴＥＬ：０２４１- ７２- ２５１６
◆ＦＡＸ：０２４１- ７２- ２５１２　◆従業員数：９６人（男７６人・女８人）　◆採用情報：従業員常時募集中　◆ＵＲＬ：http://minamisouken.com

ヘリによる資機材の輸送 小型無人航空機（ドローン）

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 足 立 区 安藤　　繁　様 千 葉 県 白 井 市 金田　直樹　様 栃木県宇都宮市 千田　直樹　様

東 京 都 品 川 区 千代田義法　様 千 葉 県 柏 市 野本　啓介　様 栃木県宇都宮市 木戸　朋子　様

東京都世田谷区 小椋信一郎　様 千 葉 県 柏 市 山本　浩士　様 埼玉県春日部市 戸田　浩美　様

神奈川県横浜市 土井　滋彦　様 千 葉 県 柏 市 小野　文義　様 静 岡 県 三 島 市 酒井　良一　様

神奈川県横浜市 荒木　義隆　様 茨 城 県 桜 川 市 目黒　由美　様 広 島 県 呉 市 蒲生　貴之　様

神奈川県小田原市 村瀬　秀紀　様 茨 城 県 桜 川 市 宮田　克己　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

千 葉 県 千 葉 市 森田　　洋　様 茨 城 県 那 珂 市 佐藤　　聡　様 匿 名 希 望 ７５件

８月１６日から９月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計９５件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済もできます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
毎
年
、
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
復

興
も
進
み
こ
れ
か
ら
も
応
援
い
た
し
ま
す
。

▼
ス
キ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
で
年
に
数
回
訪
れ
、
豊
か
な
自
然

と
温
か
い
人
々
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
畑
ス
キ
ー

場
に
は
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
あ
の
水
害
か
ら
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
で
も
復
旧
作

業
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
早
く
元
の
姿
に
戻
り
ま

す
よ
う
に
。
今
年
の
秋
に
も
訪
れ
る
予
定
で

す
。
父
の
故
郷
の
南
会
津
が
大
好
き
で
す
。

▼
舘
岩
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

▼
福
島
復
興
の
た
め
、
寄
付
を
続
け
ま
す
。

▼
会
津
の
文
化
に
共
感
を
覚
え
ま
す
。
ま

た
、
田
島
を
訪
れ
た
と
き
に
飲
ん
だ
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
の
で
、

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

▼
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ス
キ
ー
場
の

維
持
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
ス
キ
ー
ヤ
ー
オ
ン
リ
ー
の
高
畑
ス
キ
ー
場

が
、
ず
っ
と
ず
っ
と
今
の
ま
ま
続
き
ま
す
よ

う
に
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
に
20
年
近
く
通
っ
て
い
ま

す
。自
然
豊
か
な
場
所
な
の
で
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
宿
泊
設
備
の
充
実
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
南
会
津
の
お
い
し
い
食
べ
物
に
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
ス
キ
ー
場
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

ま
す
。

本社外観 除雪作業

消費税軽減税率制度説明会のご案内

１０月１日から消費税軽減税率制度がスタートしました！
～消費税軽減税率制度は、すべての事業者に関係する制度です～

【開催日程】
開催日 時　間 会　場

１０月２３日（水）
①午前１０時　　 ～ 午前１１時３０分

御蔵入交流館　多目的ホール
②午後１時３０分 ～ 午後３時　　　　

１０月２４日（木）
①午前１０時　　 ～ 午前１１時３０分

南郷総合センター ３階 大集会室
②午後１時３０分 ～ 午後３時　　　　

【その他】
・各回とも、内容は同じです。
・各会場とも駐車台数に限りがありますので、公共交通機関のご利用または乗り合わせの上ご来場ください。

田島税務署　調査部門　　電話０２４１- ６２- １２３０（内線３０）
※音声ガイダンスに沿って「２」を選択してください。問合せ

　

南
会
津
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
（
渡

部
里
美
会
長
）
で
は
、「
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、緊
急
時
や
災
害
時
、

困
っ
た
と
き
に
周
り
か
ら
の
配
慮
を
受

け
や
す
く
な
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
身
に
付
け
て
い
る

方
を
見
か
け
た
ら
、
温
か
い
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

【
配
布
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

・
人
工
関
節
や
義
足
を
使
用
し
て
い
る

　

方
・
内
部
障
が
い
や
難
病
の
方

・
配
慮
が
必
要
な
こ
と
が
外
見
か
ら
わ

　

か
り
に
く
い
方

【
配
布
方
法
等
】

　

１
人
に
つ
き
１
個
を
無
償
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
者
本
人
の
受
け
取
り
が
困
難
な

場
合
は
、
家
族
や
支
援
者
が
代
理
で
受

け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
郵
送
で
の
配
布
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

【
配
布
場
所
・
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

舘
岩
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

伊
南
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

南
郷
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４
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【
対
象
ス
キ
ー
場
】

名
　
　
称

所
在
地

会
津
高
原
高
畑
ス
キ
ー
場

南
会
津
町

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
【
中
央
×
ミ
ネ
ロ
】
猪
苗
代
町

沼
尻
ス
キ
ー
場

猪
苗
代
町

裏
磐
梯
ス
キ
ー
場

北
塩
原
村

【
料
金
】区

　
分

料
金
（
税
込
み
町
民
価
格
）

小　

人

（
小
・
中
・
高
校
生
）
希
望
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

大　

人

（
在
住
・
在
勤
）

11
月
30
日
ま
で
２
万
円

12
月
１
日
以
降
３
万
２
千
円

【
申
込
方
法
】

①
小
人

▼
町
内
公
立
学
校
の
在
校
生

　

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
詳
細
な
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
町
外
の
公
立
学
校
等
に
通
学
す
る
学
生

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
２

枚
（
縦
３
㌢
・
横
２
・
５
㌢
）
を
添
え
て
、

申
し
込
み
先
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
郵
便

福
島
の
冬
を
楽
し
も
う
！

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
グ
ル
ー
プ
ス
キ
ー
場

共
通
シ
ー
ズ
ン
券

会
津
高
原
４
ス
キ
ー
場 

シ
ー
ズ
ン
券
の
ご
案
内

たかつえスキー場

だいくらスキー場

南郷スキー場

高畑スキー場

４
ス
キ
ー
場  

共
通
シ
ー
ズ
ン
券

【
料
金
（
税
込
み
）】

区
　
分

料
金
（
町
民
価
格
）

小
人
（
小
中
学
生
）

無　
料　
贈　
呈

小
人
（
高　
校　
生
）

　
　

５
千
円

※
大　
　

人

１
万
５
千
円

※
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
の
大
人
は
、
町
内
に
勤
務

　

し
て
い
る
町
外
の
方
も
購
入
で
き
ま
す
。（
証

　

明
書
等
必
須
）

各
ス
キ
ー
場  

単
独
シ
ー
ズ
ン
券

【
料
金
（
税
込
み
）】

区
　
分

料
金
（
町
民
価
格
）

小
人
（
高　
校　
生
）

　
　

３
千
円

シ
ニ
ア
・
ミ
ド
ル

（
満
50
歳
以
上
）

　
　

５
千
円

大　
　

人

１
万
２
千
円

※
単
独
シ
ー
ズ
ン
券
を
他
の
３
ス
キ
ー
場
で
提

　

示
す
る
と
、
１
日
リ
フ
ト
券
が
１
０
０
０
円

　

引
き
で
購
入
で
き
ま
す
。（
所
有
者
本
人
の
み
。）

【
購
入
方
法
】

　

購
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次

の
必
要
書
類
を
添
え
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

①
料
金

②
写
真
２
枚
（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）

③
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
。（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
。）

【
注
意
事
項
】

・
令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
所
を

　

有
す
る
方
と
、
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
が

　

対
象
で
す
。

・
写
真
を
忘
れ
た
方
は
、
撮
影
手
数
料
と
し
て

　

５
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

・
シ
ー
ズ
ン
中
は
、い
つ
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

・
申
込
用
紙
は
、
取
り
扱
い
窓
口
で
お
求
め
く

　

だ
さ
い
。

【
取
扱
窓
口
】

●
会
津
高
原
観
光
案
内
所（
会
津
田
島
駅
１
階
）

　

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
２
２
５
０

●
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
６
４
）
２
１
２
１

●
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
８
）
２
２
２
０

●
高
畑
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
６
）
２
２
３
１

●
南
郷
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
３
）
２
１
１
１

「
町
内
の
小
中
学
生
へ
の
無
料
配
布
」
は
今
シ
ー
ズ
ン
も
継
続
！

　

佐
藤
良
典
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲

「
旭
日
単
光
章
」
を
め
で
た
く
受

章
さ
れ
、
９
月
２
日
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
４
年
に
旧

南
郷
村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
以

来
、
平
成
16
年
ま
で
３
期
12
年
の

長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
平
成

８
年
か
ら
は
議
会
産
業
委
員
長
と

し
て
地
域
振
興
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
南
郷
村
行
政
連
絡
員

と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

高
齢
者
叙
勲

　

長
年
の
功
績
が
実
る

佐
藤 

良り
ょ
う
す
け典 

さ
ん（
和
泉
田
）

　
　
　
「
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
」を
受
章

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

第
24
回
会
津
た
じ
ま
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

ち
び
っ
子
レ
ス
ラ
ー
11
人
が
入
賞

　

9
月
８
日
、
田
島
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
会

津
た
じ
ま
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
。
こ
の

大
会
は
、
平
成
7
年
の
「
ふ
く
し
ま
国
体
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
」
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
大
会
は
全
国
各
地
か
ら
総
勢
３
４
４
人
の

参
加
。
田
島
ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か

ら
は
22
人
が
出
場
し
、
う
ち
11
人
が
入
賞
を
果

た
す
と
と
も
に
、
団
体
戦
ち
び
っ
こ
の
部
で
15

【
入
賞
者
】

○
幼
年
の
部

　

渡
部
瑛
斗
（
19
㎏
級 

第
３
位
）

　

岩
崎
樹
璃
（
19
㎏
級 

第
３
位
）

　

渡
部
唯
斗
（
23
㎏
級 

第
２
位
）

　

小
椋
太
陽
（
＋
23
㎏
級 

第
２
位
）

○
小
学
３
・
４
年
の
部

　

山
内
悠
晟
（
24
㎏
級 

優
勝
）

　

大
竹
生
真
（
36
㎏
級 

第
３
位
）

　

水
野
茉
凛
（
42
㎏
級 

第
３
位
）

○
小
学
女
子
３
～
６
年
の
部

　

阿
久
津
こ
は
る
（
29
㎏
級 

優
勝
）

　

大
竹
怜
良
（
39
㎏
級 

第
３
位
）

　

一
野
谷
優
麻
（
42
㎏
級 

第
３
位
）

　

湯
田
鈴
（
42
㎏
級 

第
３
位
）

○
団
体
戦
ち
び
っ
こ
の
部

　

田
島
ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ（
優
勝
）

年
ぶ
り
７
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
参
加
チ
ー
ム
へ
の
お
も
て
な
し

と
し
て
豚
汁
を
振
る
舞
う
の
が
恒
例
で
、
ク
ラ

ブ
が
栽
培
し
た
野
菜
入
り
の
豚
汁
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
を
と
お
し
て
、
勝
敗
だ
け

で
な
く
、
地
域
づ
く
り
や
チ
ー
ム
同
士
の
交
流

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

実力を発揮したちびっ子レスラーたち

団
体
戦
ち
び
っ
こ
の
部
は

15
年
ぶ
り
の
栄
冠

　

㈱
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
リ
ゾ
ー
ト
福
島
で
は
、
運
営
す
る
県
内
４
つ
の
ス
キ
ー
場
が
、
シ
ー
ズ
ン
中
に

滑
り
放
題
に
な
る
シ
ー
ズ
ン
券
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

友
人
や
ご
家
族
と
一
緒
に
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

●
事
務
局

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
福
島
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
事
務
局

（
〒
９
６
９
―

３
１
０
２　

耶
麻
郡
猪
苗
代
町

字
葉
山
７
１
０
５　

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
内
）

電
話 

０
２
４
２
（
６
２
）
５
１
０
０

●
南
会
津
事
務
局

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
福
島
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
南
会
津

事
務
局
（
〒
９
６
７
―

０
５
１
５　

南
会
津
町

大
桃
字
一
の
間
々
20
の
３　

会
津
高
原
高
畑
ス

キ
ー
場
内
）

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
２
２
３
１

※
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
大
人

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
２

枚
（
縦
３
㌢
・
横
２
・
５
㌢
）
と
料
金
を
添
え
て
、

申
し
込
み
先
で
直
接
購
入
す
る
か
、
郵
便
書
留

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

荒海中学校の職場体験で広報紙面づくりに挑戦
　

９
月
10
日
と
11
日
の
両
日
、
荒
海

中
学
校
２
年
生
の
職
場
体
験
が
、
町

内
の
各
事
業
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
役
場
総
合
政
策
課
の

広
報
情
報
係
で
職
場
体
験
を
し
た
の

は
平
野
玲
菜
さ
ん
。

　

平
野
さ
ん
の
仕
事
は
、
同
じ
く
職

場
体
験
を
し
て
い
る
同
級
生
を
取
材

し
、
記
事
に
ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

　

普
段
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

取
材
の
成
果
を
、
丁
寧
に
ま
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

取材先で体験の様子を撮影する平野さん㊧（富じ亭）

　塩生滉人くんは、文化ホールの照明や音響の仕組みを学んで
いました。
　大きなピンスポットライトの操作に挑戦していました。

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　大竹美夢さんは、ビニールハウスでトマトの収穫を体験して
いました。
　実を傷つけないように、慎重に作業していました。

㈱
エ
ー
サ
ー
ビ
ス

　木下大陸くん、渡部太輔くんは、製材前の丸太の皮をむく仕
事を体験していました。
　転がる丸太を支えながら、力を合わせてがんばっていました。

㈱
大
桃
建
設
工
業

職場体験を終えて
　今回の体験で、町のしごとについて多くのこと

を学ぶことができました。

　取材内容を記事にまとめることや、増える空き

家を調査して関係者からさまざまな話を聞くな

ど、とてもやりがいのある２日間でした。

　ありがとうございました。

　　　荒海中２年　平野　玲菜

　湯田優愛さんは、ホールスタッフの仕事を体験していました。
　お客さまが注文した「ざる蕎麦」を丁寧に運んでいました。

富
じ
亭

　渡部涼太くんは、陳列前の野菜の袋詰めを体験していました。
　野菜の向きを整えるなど、とても大変そうでした。

リ
オ
ン
ド
ー
ル
田
島
バ
イ
パ
ス
店

ま ち の 話 題
news ＆ topics

中高生１５人をオーストラリアへ派遣
～ 中高生海外交流事業 ～

海
外
交
流
事
業
で

　
　

感
じ
た
こ
と

　
　
　

田
島
高
等
学
校

　
　
　
　

渡
部　

珠
羅

　

11
日
間
と
い
う
期
間
は
多
く
の
こ
と
を
学

べ
る
と
て
も
濃
い
時
間
で
し
た
。
多
国
籍
国

家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
人
々
と
の

交
流
は
良
い
経
験
に
な
り
、
深
く
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
参
加
し
た
の
は
２
回
目
で
、

前
回
と
比
較
し
な
が
ら
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
力
の
上
達
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
語
学
を
専
攻
す
る
の
で
、
こ
の

海
外
交
流
事
業
で
得
た
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

海
外
交
流
事
業
を

　
　

通
し
て

　
　
　

荒
海
中
学
校

　
　
　
　

大
竹　

冬
華

　

私
は
、
こ
の
海
外
交
流
事
業
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
で
は
、
日
本
と

違
っ
た
時
間
割
や
食
事
の
回
数
、
さ
ら
に
、

私
た
ち
の
学
校
と
は
違
っ
て
全
校
生
徒
が
約

千
人
と
い
う
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
前
よ
り
も
笑
顔
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

海
外
交
流
事
業
に
行
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て

く
れ
た
方
々
や
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
を
担
う
中
高
生
を
海
外
へ
派
遣

し
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
と
お
し
て
豊

か
な
国
際
感
覚
や
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
身
に
つ
け
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
中
高
生
海
外
交

流
事
業
。

　

７
月
24
日
か
ら
８
月
３
日
の
11
日
間
の
日

程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
15
人

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
交
流
や
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
高
校
で
語
学
研
修
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

エリザベスマッカーサー高校で記念撮影

【
派
遣
生
】

田
島
中
学
校

　

宮
本
花
名
・
清
水
嘉
子

　

平
野　

花
・
仲
川
翔
太

　

星
幸
之
介

荒
海
中
学
校

　

湯
田
優
愛
・
大
竹
冬
華

舘
岩
中
学
校

　

星　

優
香

南
会
津
中
学
校

　

馬
場
百
花
・
宗
像
天
馬

田
島
高
等
学
校

　

渡
部
珠
羅

南
会
津
高
等
学
校

　

星　

朱
里
・
佐
野
新
太

　

馬
場
真
吾
・
五
十
嵐
晃
太

レクリエーションを通じて語学研修に励む
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

鴇巣、和泉田区で盆踊り
賑やかに！ご当地音頭

唄手は星武憲さん（鴇巣区）

田島赤十字奉仕団が受賞報告
多岐にわたるボランティア活動に貢献

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

８
月
14
日
、
南
郷
地
域
の
鴇
巣
区
と
和
泉
田

区
で
開
催
さ
れ
た
盆
踊
り
。

　

帰
省
客
を
含
め
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た

友好都市台東区とバレーボールで交流
交流の〝絆〟深まる

健闘をたたえ合い笑顔で記念撮影

　

８
月
31
日
、
田
島
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
「
友
好
都
市
台
東
区
・
南
会
津
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
」。

　

両
自
治
体
の
友
好
都
市
提
携
30
周
年
か
ら
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
互
い

の
チ
ー
ム
が
行
き
来
し
な
が
ら
今
年
で
４
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

交
流
大
会
と
は
い
え
、
試
合
は
も
ち
ろ
ん
真

剣
そ
の
も
の
。
し
か
し
、
両
チ
ー
ム
の
選
手
の

笑
顔
が
時
折
輝
き
、
交
流
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い

素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
台
東
区
議
会
の
石
塚
猛
た
け
し

議
長
と

本
町
よ
り
室
井
嘉
吉
議
長
が
駆
け
つ
け
、
白
熱

し
た
試
合
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

ワカモノ会議の企画「MINAMIAIZU DISCOVERY」
私の好きな南会津を見つける旅

イベントに参加したメンバーたち

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
考
え

る
南
会
津
ワ
カ
モ
ノ
会
議
（
星
久
徳
会
長
）
は
、

９
月
７
日
と
８
日
の
両
日
、「
デ
ィ
ー
プ
な
南

会
津
町
を
知
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
町
内
を
散
策
し

た
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
気
に
な
る
箇
所
を
積
極
的

に
巡
り
な
が
ら
「
町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
素
敵
な

場
所
が
あ
る
」
こ
と
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
初
日
に
撮
影
し
た
写
真
を
持
ち

寄
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
共
有
。
写
真
に
写

る
「
場
所
」「
モ
ノ
」
の
活
用
方
法
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

一
般
参
加
者
の
声
や
ア
イ
デ
ア
を
聞
け
た
こ

と
に
、
大
き
な
収
穫
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

公民館講座「歴史と自然探訪講座」
歴史や自然の豊かさに触れる

小平潟天満宮にて（４月１０日＝猪苗代町）

　

４
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
歴
史
と
自
然
探

訪
講
座
」
は
、町
民
27
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
、
残
雪
の
中
を
猪
苗
代
町
の
小こ
び
ら
が
た

平
潟

天
満
宮
を
参
拝
、
２
回
目
は
、
会
津
こ
ろ
り
三

観
音
へ
。
３
～
６
回
目
は
御
蔵
入
三
十
三
観
音

を
参
拝
し
て
巡
り
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
11
月
は
、
い
わ
き
市
の
白
水
阿
弥

陀
堂
の
参
拝
と
、
い
わ
き
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
展

望
台
に
上
り
、
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
堪

能
す
る
予
定
で
す
。

　

参
加
者
は
、
歴
史
や
自
然
の
豊
か
さ
に
対
す

る
認
識
を
深
め
、
興
味
や
関
心
を
高
め
て
い
ま

す
。
参
加
者
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
、
充
実
し

た
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
泉
会
の
メ
ン
バ
ー
と
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
奮
闘
（
和
泉
田
区
）

会
場
で
は
、
地

元
の
有
志
ら
に

よ
る
屋
台
出
店

や
お
囃
子
が
披

露
さ
れ
、
踊
り

手
の
大
き
な
輪

が
や
ぐ
ら
を
包

み
込
み
ま
し
た
。

　

和
泉
田
区
の

仮
装
大
会
で

は
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
が

手
作
り
の
衣
装

を
身
に
ま
と

い
、
盆
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

受賞の報告に訪れた田島赤十字奉仕団の関係者

　

40
年
以
上
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
て
、田
島

赤
十
字
奉
仕
団（
湯
田
公
子
委
員
長
）が「
日
本

赤
十
字
社
社
長
感
謝
状
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
赤
十
字
奉
仕
団
で
活

動
し
、
県
内
の
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
推
薦
を
受

け
た
功
労
者
へ
の
表
彰
を
、
田
島
赤
十
字
奉
仕

団
か
ら
３
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
、
受
賞
の
報
告
の
た
め
皆
さ
ん
が

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

【
功
労
表
彰
（
銀
色
有
功
章
）】

　

湯
田
愛
子
（
大
町
）、渡
部
伊
代
子
（
古
今
）、

　

猪
股
さ
き
よ
（
下
塩
江
）

個人と団体に感謝状
納税推進に多大な尽力

前列左から邊見組合長、長沼さん、大竹組合長

　

９
月
18
日
、
長
年
に
わ
た
り
県
民
税
の
期
限

内
納
付
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
個
人
と
団
体

に
、
県
知
事
と
南
会
津
地
方
振
興
局
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
・
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
納
税
功
労
者
知
事
感
謝
状

　

長
沼
正
平
さ
ん
（
上
町
第
三
納
税
貯
蓄
組
合

　

長
＝
田
島
上
町
）

▼
納
税
功
労
者
地
方
振
興
局
長
感
謝
状

　

星
英
信
さ
ん
（
第
二
森
戸
納
税
貯
蓄
組
合
長

　

＝
森
戸
）
※
都
合
に
よ
り
欠
席

▼
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
知
事
感
謝
状

　
　

納
税
貯
蓄
組
合
（
大
竹
祥
介
組
合
長
）

▼
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
地
方
振
興
局
長
感
謝
状

　

後
原
納
税
貯
蓄
組
合
（
邊
見
輝
夫
組
合
長
）

こ
と
ぶ
き

珠玉の俳句を蔵した一冊 ＝ 湯田耕衞さん
自身の句集「天領」を寄贈

句集を手にする湯田さん㊥

　

湯
田
耕
衞
さ
ん
（
俳
号
・
湯
田
畊
道
＝
お
く

や
ま
吟
社
会
長
＝
大
町
）
が
出
版
し
た
自
身
の

句
集
「
天
領
」
を
、
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
田
さ
ん
は
、
趣
味
の
写
真
に
役
立
て
る
た

め
平
成
16
年
４
月
に
俳
句
結
社
「
お
く
や
ま
吟

社
」
に
入
会
、
福
島
県
俳
句
賞
新
人
賞
奨
励
賞

（
平
成
29
年
６
月
）や
、福
島
県
俳
句
賞
正
賞（
平

成
30
年
６
月
）
を
受
賞
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

80
歳
を
迎
え
て
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
付
け
る

べ
く
、
こ
れ
ま
で
詠
ん
で
き
た
一
句
一
句
を
整

理
し
た
湯
田
さ
ん
。「
そ
の
時
々
の
感
動
や
感

情
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
日
記
帳
を
紐
解
く
よ
う

で
し
た
」と
編
集
へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

句
集
「
天
領
」
は
、
町
内
小
中
学
校
と
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。　

２０２０東京五輪・パラリンピック
アルメニア共和国のホストタウンに決定

大宅町長㊧とアルメニア共和国グラント・ポゴシャン大使㊨

　

２
０
２
０
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
に
あ
た
り
、
８
月
30
日
、
レ
ス
リ
ン
グ
の

強
豪
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
、
南
会
津
町
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
自
治
体
と
参
加
す
る
選
手
や
国
・
地

域
の
住
民
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、 

経
済
な
ど

を
通
じ
て
交
流
し
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
生

か
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
。

　

町
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
と
の
交
流
計

画
に
基
づ
き
、
事
後
交
流
型
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
業
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
町

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
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コロポックルの音楽旅行
～世界の旅～

入場
無料

2019年11月9日（土）
御蔵入交流館　文化ホール

開場 9:30　　　　　　　　
開演10:00（終演予定11:30）

★ 主 催・ 問 合 せ ★

社会福祉法人　常真会　田島保育園
☎０２４１-６２-１０４６　FAX ０２４１-６２-１０９２

E-Mail th1046@beach.ocn.ne.jp

“コロポックル”って知っていますか？

広い大地、北海道のアイヌの伝説に残る、小さくて心優しい“こびと”のことで

アイヌ語で「ふきの葉の下の人」という意味を持っています。

私たちコロポックルが送るコンサートは

マリンバを中心としたパーカッションのアンサンブルで

全国各地の子どもたちに夢あふれる作品を届けています。

そんなコロポックルが、いよいよ南会津町にやってきます！

音楽を聴くだけでなく、お話から手遊びうた、踊りといった

参加型のコーナーも盛りだくさん。

“聴いて！”“見て！”“参加して！”楽しめる、大人も子どもも大満足のコンサート

お誘い合わせの上、ぜひご来場ください！

　

今
月
号
か
ら
変
わ

っ
た
広
報
み
な
み
あ

い
づ
の
〝
ロ
ゴ
〟。

８
月
26
日
か
ら
28
日

に
か
け
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
訪
れ
た
、

赤
羽
希
さ
ん
（
会
津

大
学
短
期
大
学
部
産

業
情
報
学
科
デ
ザ
イ

ン
情
報
コ
ー
ス
専
攻

ま ち の 話 題
news ＆ topics

広報みなみあいづの〝ロゴ〟が変わりました
お気付きですか？

新しいロゴを手にする赤羽さん

＝
針
生
出
身
）
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　

広
報
の
仕
事
で
町
内
を
取
材
す
る
傍
ら
、
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
、
新
し
い
ロ
ゴ
の

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
た
赤

羽
さ
ん
。「
町
の
仕
事
は
人
と
の
つ
な
が
り
が

大
切
。
新
し
い
ロ
ゴ
は
、
そ
れ
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
学

生
生
活
や
卒
業
後
の
進
路
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
誓
い
ま
し

た
。

イラストレーターを駆使してロゴをデザイン

いきいき長寿県民賞を受賞 ＝ 湯田恭之さん
社会参加活動が花開く

賞状を手にする湯田さん㊧

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
社
会
参
加
活
動
に
取
り

組
む
高
齢
者
や
団
体
を
た
た
え
て
い
る
福
島

県
。
そ
の
功
績
を
表
彰
す
る
「
い
き
い
き
長
寿

県
民
賞
」
を
、
湯
田
恭
之
さ
ん
（
後
原
）
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
ら
会
長
を
務
め
る
「
介
護
予
防
運
動
を
実

践
す
る
会
（
サ
ロ
ン
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）」
で
は
、

介
護
予
防
体
操
の
ほ
か
に
歌
を
楽
し
む
時
間
を

設
け
、
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
な
雰
囲

気
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
短
歌
会
や

合
唱
団
に
も
所
属
す
る
な
ど
、
人
生
の
中
で
人

と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
20
日
、
受
賞
報
告
の
た
め
町
長
室
を
訪

れ
た
湯
田
さ
ん
は
、「
何
事
に
も
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
迅
速
か
つ
公
平
に
配
分
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
義
援
金
の
使
途
等
】

　

本
災
害
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
並
び

に
義
援
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
日
本
赤
十
字
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

▼
本
庁
・
各
総
合
支
所
の
窓
口

　

12
月
25
日
（
水
）
ま
で
。

▼
郵
便
振
替
口
座
・
銀
行
振
込

　

12
月
30
日
（
月
）
ま
で
。

【
受
付
方
法
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
受
け
付
け
ま
す
。

①
受
付
窓
口
（
問
合
せ
先
）

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　
　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

　

舘
岩
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

　
　

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

　
　

電
話
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

　

南
郷
総
合
支
所 

町
民
課 

住
民
係

　
　

電
話
０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

②
郵
便
振
替
口
座
（
振
込
手
数
料
免
除
）

・
口
座
番
号　

０
０
１
０
０
―
８
―
４
５
１
６
４
８

・
加
入
者
名　

日
赤
令
和
元
年
台
風
第
15
号

　
　
　
　
　
　

千
葉
県
災
害
義
援
金

※
受
領
証
の
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通
信
欄

　

に「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

③
銀
行
振
込
（
同
行
間
の
送
金
手
数
料
無
料
）

　

東
邦
銀
行 

南
福
島
支
店 

普
通
預
金

・
口
座
番
号　

６
１
２
５
８
７

・
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

内
堀
雅
雄

令
和
元
年
台
風
第
15
号

千
葉
県
災
害
義
援
金

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
会
津
町
荒
海

財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
８
月

20
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
数
８
人
に
対
し
て
現
職
７
人
、

新
人
１
人
の
計
８
人
が
立
候
補
し
、

無
投
票
当
選
が
決
定
。
８
月
25
日
の

当
選
証
書
附
与
式
で
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
の
渡
部
俊
夫
委
員
長
か

ら
、
当
選
者
一
人
一
人
に
当
選
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
議
員
の
任
期
は
、
９
月
12

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

荒海財産区議会議員一般選挙
８人に当選証書【当選者（定数❽ー８、行政区順、敬称略）】

行政区 氏　名
中荒井 弓　田　哲　司（無現）
川　島 湯　田　喜　祐（無現）
関　本 渡　部　和　幸（無現）
藤　生 湯　田　俊　行（無現）
古　今 渡　部　　　優（無現）
糸　沢 渡　部　忠　一（無現）
羽　塩 渡　部　昌　彦（無新）
滝　原 君島　孫右ェ門（無現）



広報みなみあいづ 2019.1023 222019.10 広報みなみあいづ

交 流 広 場

福
島
県
地
域
創
生
総
合
支
援
事
業

「
健
康
和
太
鼓
」
で
地
域
を
元
気
に
！

公
開
短
歌
会
を
開
催
し
ま
す

～
短
歌
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
～

　
「
令
和
」
と
「
万
葉
集
」
が
脚
光

を
浴
び
て
い
る
中
、
短
歌
が
多
く
の

方
に
親
し
ま
れ
、
気
軽
に
触
れ
て
い

た
だ
く
た
め
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
短
歌
を
鑑
賞
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

　

10
月
29
日
（
火
）

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
４
時

【
場
所
】

　

役
場
本
庁
舎　

１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

　

短
歌
の
鑑
賞
や
評
価

【
入
場
料
】

　

無
料

【
持
ち
物
】

　

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

鴫
山
短
歌
会　

会
長　

湯
田
恭
之

　

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
４
１
４
１

※
準
備
の
都
合
上
、
前
日
ま
で
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

短歌のつどいの様子（７月２８日＝御蔵入交流館会議室）

　

太
鼓
の
音
と
振
動
は
心
と
身
体
に
響
き
、
全
身
運
動

お
よ
び
ス
ト
レ
ス
解
消
の
み
な
ら
ず
、脳
を
活
性
化
し
、

認
知
症
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
が
深
ま
る
こ
の
時
期
に
、
楽
し
く
健
康
寿
命
を
延

伸
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】

　

11
月
１
日
（
金
）・
12
月
２
日
（
月
）

　

午
後
６
時
～
午
後
７
時

【
場
所
】

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル
ま
た
は
多
目
的
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

　

60
歳
以
上
の
方　

※
60
歳
未
満
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】

　

５
０
０
円
（
保
険
料
込
み
。）

【
準
備
品
】

・
バ
チ
は
貸
し
出
し
ま
す
。

・
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

會
津
田
島
太
鼓
保
存
会
（
田
島
保
育
園
内
）

　

℡
０
２
４
１
（
６
２
）
１
０
４
６

※
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

交 流 広 場

家庭教育応援リーダー育成事業　家庭教育支援者南会津地区研修会第２弾

主催：福島県教育委員会

親子っていいな
～いつまでも笑顔いっぱいの親子関係を～

男性も
大歓迎!!

日時　１１月４日（月）１０：２０～１５：４０
　　場所　御蔵入交流館　多目的ホール　　　　　　

入場無料！ 無料託児あり！

（午前１０時～午後３時） 図書館とのコラボ企画

（秋のＤＶＤ上映会）

タイムスケジュール

対　象　者

開場
開
会
行
事

講義・演習 昼食休憩 主張発表 休
憩

講　演
（＋読み聞かせ）

閉
会
行
事

１０：００ １０：２０ １０：３０ １２：００ １３：００ １３：４０ １３：５０ １５：３０ １５：４０

興味のある方ならどなたでも参加できます！

笑っている親子

倍増計画中!!
【申込み・問合せ】

福島県教育庁 南会津教育事務所
総務社会教育課（担当：猪股）
電話０２４１- ６２- ５３６７

◆直接お電話でお申し込みください。
◆申込締切は１０月２５日（金）です。

講義・演習（１０：３０～１２：００）

「家庭教育支援について、みんなで考えよう」

講師プロフィール

長谷川　美香　氏
桜の聖母短期大学　講師

福島大学大学院地域政策科学研究科

修了。日本保育学会、日本子育て学
会に所属。地域に密着した子育て支
援、実習指導の在り方などを研究。

午 前 の 部

主張発表（１３：００～１３：４０）　テーマ「家族」
　①江川小６年　渡部　永遠さん「お父さんの仕事につきたい」
　②伊南小６年　八須賀真優さん「家族と共に」

　　③只見中３年　山内　友斗さん「家族の絆」
　　④荒海中３年　室井　勝輝さん「怪我を乗り越えて」

私たちの
熱い思いを
ぜひ聞いて
ください。

講演 ＋読み聞かせ（１３：５０～１５：３０）

「絵本でセラピー　～心に届く読み聞かせ～」（仮）

講師プロフィール

引田　さいこ　氏
フリーアナウンサー

桜の聖母生涯学習センター講師。日
本朗読検定協会認定プロフェッサー、  
そして、元ＮＨＫ福島放送局キャス
ターという肩書も持つ。

後半３０分は読み聞かせの時間となり、

お子さまとともに参加いただけます。 

午 後 の 部

【図書館とのコラボ企画】

秋のＤＶＤ上映会 （場所： 御蔵入交流館 リハーサル室）

①トムとジェリー　１０：２０～（３０分程度）

②日本の昔ばなし　１３：００～（３０分程度）

③おしりたんてい　１４：００～（３０分程度）
　　　　※親子で参加される場合は、責任をもってお子さんの面倒をみてください。

　　　　※お子さんのみ参加させたい場合は、必ず無料託児をお申し込みください。

　　　　　無料託児の利用時間：１０：００～１５：００
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９月 会議・行事名
１ 南会津そばウォーク / ヘルスケ

ア南会津
２ 佐藤良典氏高齢者叙勲伝達式 /

田島赤十字奉仕団功労表彰等受
賞報告

３ 課長会議
４ 土地区画整理審議会
６ 第３回議会定例会（初日）
７ 南郷豊年まつり
８ 大竹政信氏瑞宝双光章受章祝賀

会
11 第３回議会定例会（２日目）
12 第３回議会定例会（３日目）
13 びわのかげ保育所運動会 / 第３

回議会定例会（最終日）
14 田島保育園スポーツフェスティ

バル２０１９
15 黒沢区敬老会
17 県公立学校退職校長会要望
18 中央省庁訪問（内閣官房・外務

省）/ アルメニア共和国大使館
訪問 / ＮＰＯ法人国際芸術家セ
ンター訪問

20 伊南地域敬老会 / 荒海財産区議
会臨時会 / 湯田恭之氏いきいき
長寿県民賞受賞報告

21 伊南地域運動会 / 南郷地域町民
体育祭

22 町商工会紅葉祭 / 日本太鼓ジュ
ニアコンクール福島県支部大会

24 町長杯ゲートボール大会 / 伝統
的建造物群保存地区審議会 / 馬
場惣一氏日本赤十字社表彰伝達
式

26 しあわせ金婚夫婦表彰式（南郷
地域）

27 しあわせ金婚夫婦表彰式（田島
地域）/ 課長会議 / ようこそ町
長室へ（田島地域）/ 若者定住
応援プログラム交付金交付式

28 さいたま市・南会津町親善ツー
デーマーチ

29 伊南川あゆまつり
30 派遣職員辞令交付式 / ふくしま

市町村支援機構訪問

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 63
くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
16
日
（
水
）・
21
日
（
月
）・
23
日
（
水
）・

　

28
日
（
月
）・
30
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス

　

11
月
27
日
～
翌
年
５
月
28
日
ま
で（
６
か
月
間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

各
15
人　
　

無
料　
　

11
月
11
日
（
月
）

　

選
考
日 

11
月
13
日
（
水
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 問

お
知
ら
せ
・
募
集

違
法
な
サ
ー
ビ
ス
に
注
意
！

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
正
利
用
を

　

グ
ル
ー
プ
旅
行
な
ど
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
。
し
か
し
、
中
に
は
無
許
可

営
業
や
不
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
、
い
わ
ゆ

る
違
法
な
「
白
バ
ス
」
行
為
と
は
知
ら
ず
に
利

用
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
次
の
点
に
注
意

し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
正
利
用
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
運
転
手
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配
は
、
国

　

土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
バ
ス
会
社
を

　

利
用
す
る
。

②
レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
、
運
転

　

手
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
な
げ
る
た
め
、
就
職

を
希
望
す
る
障
が
い
者
と
求
人
企
業
が
一
堂
に

会
し
、
数
多
く
の
面
接
の
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

10
月
21
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス　

展
示
ホ
ー
ル

　

参
加
企
業
予
定
数
・
約
30
社

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松　

専
門
援
助
部
門

　

０
２
４
２
（
２
６
）
３
３
３
３

障
害
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

日場内℡ 問

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
興
味
の
あ
る
全
国
の
高
校

生
な
ど
を
対
象
と
す
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
の
全
国

大
会
で
す
。

　

入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
観
戦
で
き
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】

　

会
津
大
学

【
日
程
】

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
１
９

本
選
開
催
!!

開
催
日

時
　
間

内
　
容

11
月
９
日

（
土
）

午
後
１
時
45
分
～

午
後
５
時
45
分

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

部
門
競
技

11
月
10
日

（
日
）

午
前
８
時
45
分
～

午
後
２
時

併
催
イ
ベ
ン
ト

午
前
９
時
～

午
前
11
時
30
分

モ
バ
イ
ル
部
門
競
技

【
併
催
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
】

①
抽
選
会

　

モ
バ
イ
ル
部
門
競
技
を
観
戦
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
答
え
る
と
、
抽
選
で
福
島
県
の
特
産
品
や
温

泉
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

③
そ
の
他

　

会
津
大
学
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ゲ
ー
ム
な
ど
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
他
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
〒
９
６
５
―

８
５
８
０
会

　

津
若
松
市
一
箕
町
鶴
賀
字
上
居
合
90　

会
津

　

大
学
内
）

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
５
３
２

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
５
４
６

　

pc-proj@u-aizu.ac.jp

　

https://web-ext.u-aizu.ac.jp/pc-concours/

℡ 問ＥHP Ｆ

不
正
軽
油
撲
滅

　
　

強
化
月
間
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係
団
体
と
協
力
し

て
、不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す

る
目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な

ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正

軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、
使
用

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ

り
、
環
境
汚
染
や
不
法
投
棄
の
問
題
の
ほ
か
、

公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
さ
ら
に
は
暴
力
団

な
ど
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な
い
・
買

わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、
県
庁
税
務
課
ま

た
は
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

県
庁
総
務
部　

税
務
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
０
５

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
９
０
５

　

zeim
u@pref.fukushim

a.lg.jp

　

南
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
９

　

m
inam

iaizu.kenzei@pref.fukushim
a.lg.jp

問℡Ｅ Ｆ問℡Ｅ Ｆ

　

全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で
は
、
法
定
相

続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
各
種
相
続

手
続
で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必

便
利
で
お
得
！

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
ご
案
内

そ
の
他

　

９
月
６
日
か
ら
、連
絡
先
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
変
更
後
】

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
９
７
０
３
（
Ｆ
兼
）

連
絡
先
が
変
わ
り
ま
し
た

び
わ
の
か
げ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

③
違
法
な
「
白
バ
ス
」
を
利
用
し
て
事
故
に
遭

　

っ
た
場
合
、
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

　

東
北
運
輸
局　

福
島
運
輸
支
局

　

０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
５

℡ 問
　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
電
話
相

談
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

①
11
月
18
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

②
11
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
相
談
対
応
者
】

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

【
電
話
番
号
】

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　

福
島
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

問℡

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

手
数
料
は
無
料
。
複
数
あ
る
相
続
手
続
が
同

時
に
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も
便
利
で
お
得

な
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
続
手
続
で
必
要
な
書
類
は
、
各
機
関
で
異

　

な
る
の
で
、
提
出
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

福
島
地
方
法
務
局　

若
松
市
局

　

０
２
４
２
（
２
７
）
１
５
０
１

　

福
島
地
方
法
務
局　

田
島
出
張
所

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
２
４
９

注問℡問℡
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食の基本をすすめて健康長寿！
ふくしま「食の基本」推進事業では、

生活習慣病の発症や重症化を予防するために、栄養・食生活の項目で目標が掲げられています。
本年度は、次の４点を主なテーマとして取り組みが進められています。

食事バランス（主食・主菜・副菜）をとる

～食事をおいしく、バランスよく～

①主食（ご飯、パン、麺など。）
②主菜（肉、魚、卵、大豆製品、乳製品のおかず。）
③副菜（野菜、きのこ、海藻などのおかずや汁物）
を揃えて食べてみましょう。

ベジファースト（最初に野菜から食べる食事法）

～みんなで実践、ベジファースト～

　ベジファーストで血糖値の急激な上昇が抑えられ、
生活習慣病予防や改善が期待できます。
※腎機能の低下でカリウム制限が必要な方や、糖尿
　病治療でインスリン投与が必要な方は、主治医の
　指示を仰いでください。
※高齢で食欲のない方や低栄養の心配のある方は、　
　ベジファーストが適さない場合もあります。

特定健診受診率及び推定食塩摂取量検査の結果
特定健診 食塩摂取

対象者 受診者 受診率 過多者 過多者の割合
田　島 1,889人 761人 40.3％ 624人 82.0％
舘　岩 354人 169人 47.7％ 136人 80.5％
伊　南 279人 156人 55.9％ 131人 84.0％
南　郷 454人 229人 50.4％ 183人 79.9％

計 2,976人 1,315人 44.2％ 1,074人 81.7％
※春の総合健診より。

食塩摂取過多の基準
基準値

男　性 8.0グラム/日未満
女　性 7.0グラム/日未満
※日本人の食事摂取基準より。

８割以上の方が、基準値を
オーバーしています。

【問合せ】健康福祉課　健康増進係　　電話　０２４１- ６２- ６１７０

野菜摂取量を増やすこと　～毎日野菜をプラス一皿～

　一日の野菜摂取量の目標量は３５０グラムです。それに対し県内の平均摂取量は男性２９５. ４グラム・女性
２８１. ９グラムです。
　まずは、野菜料理のプラス一皿を意識すると、目標量に近づくことができます。

青菜のお浸し

野菜の煮物

野菜サラダ

野菜炒め

味噌汁

野菜料理は
一日小鉢５皿分

食塩摂取量を減らすこと　～おいしく減塩、一日マイナス２グラム～

　一日の食塩摂取量の目標量は、男性８グラム未満・女性７グラム未満、高血圧の場合は６グラム未満です。それに対し、
県内の平均摂取量は男性１０. ８グラム・女性９. １グラムです。
　見た目で味の濃い料理や塩分を多く含む食品の摂り過ぎには注意し、減塩食品や減塩調味料を積極的に取り入れま
しょう。また、買い物などの際には、栄養表示を見てかしこく減塩に取り組みましょう。

かつお節

柚子

生姜のすりおろし

唐辛子

だし汁

だし、柑橘類、香辛料を
使っておいしく減塩

感
情
」
の
怒
り
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
そ
の

場
か
ら
離
れ
る
、
深
呼
吸
を
す
る
な

ど
。）
を
事
前
に
学
ん
で
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
た
だ
、
基
本
的
に
感

情
に
良
い
悪
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
穏

や
か
に
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
は
ベ

ス
ト
な
方
法
で
す
が
、
親
も
人
間
で

す
。
時
に
「
感
情
」
で
怒
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
「
仕
方
が
な
い
」
と
い
う

心
構
え
で
、
怒
り
す
ぎ
た
反
省
の
気

「

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
怒
っ
て
い
る
自
分
が
嫌
に
な
る
と
き
は
」

ｖｏｌ 18

仕
事
だ
け
で
な
く
、
毎
日
の
家

事
や
子
育
て
に
追
わ
れ
て
い

る
人
が
ど
っ
と
疲
れ
る
の
は
「
子
ど

も
を
怒
っ
て
ば
か
り
い
る
」
と
き
だ

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
日

怒
ら
れ
っ
ぱ
な
し
、
そ
し
て
怒
り
っ

ぱ
な
し
の
状
態
は
、
子
ど
も
と
親
の

双
方
に
と
っ
て
、
と
て
も
つ
ら
い
も

の
で
す
ね
。

そ
こ
で
今
回
は
「
怒
る
」
こ
と

を
冷
静
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ど
う
や
ら
親
が
子
ど
も
を
怒
る

理
由
は
、
二
種
類
に
分
け
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

ひ
と
つ
は
「
感
情
」
で
怒
っ
て

し
ま
う
場
合
で
す
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
が
「
一
方
的
に
乱
暴
な
行
動

を
し
た
」
「
相
手
が
傷
つ
く
よ
う
な

言
葉
を
つ
か
っ
た
」
の
よ
う
な
社
会

の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
場
面
だ
け
で

な
く
、
親
が
も
っ
と
個
人
的
に
気
に

な
っ
て
直
感
的
に
「
許
せ
な
い
！
」

と
思
う
行
動
を
と
っ
た
と
き
の
怒
り

で
す
。

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

ふ
た
つ
め
は
、
子
ど
も
を
動
か

す
「
手
段
」
と
し
て
怒
る
場

合
で
す
。
大
き
な
声
で
怒
鳴
っ
た

り
、
イ
ラ
イ
ラ
と
不
機
嫌
な
態
度
を

見
せ
た
り
、
冷
た
く
突
き
放
し
た
り

し
て
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
子
ど
も

を
「
雰
囲
気
で
」
な
ん
と
か
動
か
そ

う
と
し
て
い
る
状
態
で
す
。
「
感
情
」

と
「
手
段
」
の
怒
り
に
明
確
な
線
引

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
こ
を
意
識

す
る
だ
け
で
も
、
人
は
怒
り
の
表
現

の
仕
方
が
少
し
変
化
し
て
く
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
お
す
す
め
図
書
】

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
魔
法
の
ほ
め
方
PT

叱
ら
ず
に
子
ど
も
を
変
え
る
最
強
メ
ソ
ッ
ド

横
山
浩
之
／
作　

明
野
み
る
／
マ
ン
ガ

③
は
、
子
ど
も
の
感
情
を
否
定

せ
ず
共
感
し
た
い
と
き
に
使

う
方
法
で
す
。
「
危
な
い
か
ら
ダ
メ
」

と
い
う
言
葉
を
「
お
母
さ
ん
は
ケ
ガ

が
心
配
だ
よ
」
に
置
き
換
え
る
よ
う

な
こ
と
で
す
。

決
し
て
、
声
か
け
変
換
す
る
前

の
言
葉
か
け
を
し
て
い
る
親

が
「
ダ
メ
な
親
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
変
換
す
る
前
の
言
葉
か
け
は
、

「
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
親
の
声

か
け
」
と
も
と
れ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
日
怒
っ
て
ば
っ
か
り
…
と
思
っ
て

し
ま
う
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
少
し
息
抜
き
し

て
声
か
け
変
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
っ
と
詳
し
く
話
し
て
み
た
い

と
思
う
と
き
は
、
ぜ
ひ
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
え
が

お
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
日
常
に

役
立
つ
こ
と
を
一
緒
に
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

持
ち
を
伝
え
る
。

①
の
方
法
を
使
う
と
、
何
度

言
っ
て
も
走
っ
て
し
ま
う
子

ど
も
に
「
走
る
な
！
」
で
は
な
く
、

「
歩
こ
う
ね
」
と
伝
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
脳
は
否
定
形
の
言
葉
は
入

り
に
く
い
た
め
「
×
×
す
る
な
！
」

よ
り
「
○
○
し
て
ね
」
と
い
う
肯
定

的
な
形
の
ほ
う
が
受
け
取
り
や
す
い

特
徴
を
利
用
し
ま
す
。

②
の
方
法
は
、
い
つ
も
朝
の
支

度
が
遅
い
子
ど
も
に
「
早
く

支
度
し
な
さ
い
」
と
怒
る
よ
り
、「
５

分
で
終
わ
れ
ば
、
あ
と
10
分
遊
べ
る

よ
」
と
伝
え
る
感
じ
で
す
。
子
ど
も

も
大
人
と
同
様
に
、
自
分
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
と
行
動
に
移
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
「
○

○
す
れ
ば
、
×
×
で
き
る
」
と
肯
定

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。
合
理

的
な
理
由
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

例
と
し
て
は
、
「
人
の
迷
惑
に
な
る

か
ら
や
め
な
さ
い
」
を
「
声
が
大
き

い
と
頭
が
痛
く
な
る
人
が
い
る
か

ら
、
病
院
で
は
ゲ
ー
ム
の
音
を
Ｏ
Ｆ

Ｆ
に
し
て
ね
」
の
よ
う
置
き
換
え
る

方
法
に
な
り
ま
す
。

持
ち
を
後
か
ら
子
ど
も
に
率
直
に
伝

え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

手
段
」
で
怒
る
場
合
は
、
別

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
「
手

段
」
と
し
て
怒
る
こ
と
は
実
は
と
て

も
効
率
が
悪
い
方
法
で
す
。
察
す
る

こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
に
は
通
じ
ま

せ
ん
し
、
察
す
る
こ
と
が
得
意
な
子

ど
も
に
は
重
苦
し
い
雰
囲
気
だ
け
が

伝
わ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

肝
心
の
「
何
を
伝
え
た
い
か
」
「
ど

う
し
て
欲
し
い
の
か
」
と
い
う
こ
と

は
ま
っ
す
ぐ
に
伝
わ
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
同
じ
こ
と
で
何

度
も
怒
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

で
す
か
ら
、
「
手
段
」
で
怒
っ
て
い

る
こ
と
に
「
効
率
の
よ
い
工
夫
」
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
方
法
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
「
声

か
け
変
換
」
も
工
夫
の
代
表
例
で
す
。

声
か
け
変
換
は
、
次
の
よ
う
な

方
法
で
す
。

①
指
示
は
具
体
的
に
肯
定
語
に
す
る
。

②
命
令
は
丁
寧
に
お
願
い
し
た
り
、

　

合
理
的
に
説
明
す
る
。

③
禁
止
は
「
私
」
を
主
語
に
し
て
気

「
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月日 病　　院　　名 電　話
10月13日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733
　　20日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221
　　27日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576
11月３日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134
　　10日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040
　　17日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128
　　24日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１０ ・ １１月の日曜当番医
ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者
10月16日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和元年６月生まれ
11月６日（水） ３歳６か月児健診 平成28年４月～５月生まれ
11月13日（水） １歳６か月児健診 平成30年４月～５月生まれ
11月20日（水） ３～４か月児健診 令和元年７月生まれ

県民健康調査「妊産婦に関する調査」にご協力ください
　福島県立医科大学は福島県の委託を受け、県民健康調査の一環として「妊産婦に関する調査」を行っています。
　この調査は、妊産婦の方々の心身の健康状態を把握したり、不安の軽減や必要なケアを行うとともに、今後の
県内の産科・周産期医療の充実へつなげていくことを目指した調査です。
　本年度も次のとおり実施しますので、回答へのご協力をお願いします。
【時　期】令和元年１１月、令和２年１月・３月（分娩予定日を考慮し、３回に分けて調査します。）
【対象者】①平成３０年８月１日から令和元年７月３１日までに、県内の市町村から母子健康手帳を交付された方
　　　　　　（交付時に登録された情報に基づき、調査票をお送りします。）
　　　　　②上記の期間に県外で母子健康手帳を交付された方で、県内で里帰り出産をされた方
　　　　　　（県内産科医療機関に調査票の配布を依頼しています。）
【その他】・問い合わせ先へご連絡いただければ、直接調査票をお送りできます。
　　　　　・福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターのホームページで、
　　　　　　過去の調査結果がご覧いただけます。
【問合せ】福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　　　　　専用ダイヤル　電話０２４- ５４９- ５１８０（平日の午前９時～午後５時）
　　　　　専用メールアドレス　nimpu@fmu.ac.jp

不妊・不育治療費助成事業のご案内
　「子どもがほしいけど、妊娠しない・・・」「妊娠はするけど、育たない・・・」という悩みを抱えていませんか。
　町では、不妊・不育に対する治療費の一部を助成し、ご夫婦の経済的負担の軽減に取り組んでいます。
【対　象　者】次の要件をすべて満たしているご夫婦
　　　　　　①法律上の婚姻関係にある夫婦
　　　　　　②申請日現在、夫婦ともに町内に住所を有しており、かつ町税などの滞納がないこと。
　　　　　　③不妊または不育治療が必要と医師に診断され、検査や治療を受けていること。
【対象費用】保険適用の有無に関わらず、不妊症または不育症の検査や治療に要した
　　　　　　費用のうち自己負担分
　　　　　　　（ただし、県が助成する体外受精または顕微授精は除く。）
　　　　　※入院時の食事代、ベッド代（差額）、文書料、転入前に要した費用、
　　　　　　他の市町村で助成を受けた費用などは対象外です。
【助　成　額】一夫婦あたり年間２０万円を上限　　【助成期間】２年度間
【問　合　せ】健康福祉課　健康増進係　電話０２４１- ６２- ６１７０

健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

渡部 遥
は る と

翔 くん

（田島）

小山 莉
り な

奈 ちゃん

（伊南）

平野　 葵
あおい

 ちゃん

（田島）

白岩 椿
つ ば き

季 ちゃん

（田島）

齊藤　 菖
あやめ

 ちゃん

（田島）

鈴木 ひかり ちゃん

（田島）

松坂　 慈
いつく

 くん

（舘岩）

川井 涼
りょうか

楓 くん

（田島）

堀金 泉
み つ き

月 ちゃん

（田島）

吉津 さくら ちゃん

（田島）

三瓶 環
か ん な

奈 ちゃん

（田島）

又川 颯
は や と

斗 くん

（南郷）
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

◆広報みなみあいづの新しい〝ロゴ〟はいかがですか。
◆パソコンに入っている字体では物足りないと感じてい
　たので、今回の刷新はとても新鮮に感じています。
◆自分が描くイメージを形にすることは、一朝一夕では
　難しいものです。
◆３日間という限られた時間で要望に応えてくれた赤羽
　さん。本当にありがとうございまいた。
※２０ページに関連記事

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和元年１０月１日現在

総人口 １５, ４１４ 人 （－　８）
男 ７, ５５４ 人 （　　０）
女 ７, ８６０ 人 （－　８）

世帯数 ６, ６４６ 世帯 （　　４）
※（　）内は前月比　
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まちの文芸

【一般図書】
金魚と日本人　　　　　　　　　　鈴木　克美／著

溺れる女　　　　　　　　　　　　　大石　圭／著

犯人に告ぐ３　　　　　　　　　　雫井　脩介／著

実録都市伝説　　　　　　　　　　鈴木　呂亜／著

都会の怖イ噂　　　　　　　　　　エブリスタ／編

ＣＯＶＥＲ　　　　　　　　　　　　内藤　了／著

神奈川宿雷屋　　　　　　　　　　　中島　要／著

怪談狩り　　　　　　　　　　　　中山　市朗／著

２０ＣＯＮＴＡＣＴＳ　　　　　　原田　マハ／著

銀座の紙ひこうき　　　　　　はらだ　みずき／著

【児童図書】
夢のつかみ方、挑戦し続ける力　早霧　せいな／著

スポーツの迷路　　　　　　香川　元太郎／作・絵

おしりたんてい ラッキ―キャットはだれのてに！　トロル／さく・え

ヤ―ビの深い秋　　　　　　　　　梨木　香歩／著

ＮＨＫカガクノミカタ１・２・３　ＮＨＫ「カガクノミカタ」制作班／編

うさぎのまじっく　　　　　せな　けいこ／作・絵

たぬきちのともだち　　　　せな　けいこ／作・絵

どっち？　　　　　　　まつおか　たつひで／さく

新 着 本 の ご 案 内

11 月（Ｎｏｖｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

10 月（Ｏｃｔｏｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「ぴょん」 「ワンワンワン」

開催日 １０月１９日（土） １１月１６日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

≪お菓子をつくろう！≫

開催日 １１月９日（土）

時　間 午前１０時～正午

会　場 御蔵入交流館 調理室

内　容 焼き菓子つくり、絵本の読み聞かせ

対　象 町内の小学生１０人程度（先着順）

費　用 １人４００円（材料代）※当日お支払いください

申込み １０月２７日（日）～１１月４日（月・祝）の開館時間内

２０１９年 第７３回 読書週間（１０月２７日～１１月９日）

「おかえり、栞
しおり

の場
ば し ょ

所で待
ま

ってるよ」

雑誌と図書のリサイクル市

　日時　１１月３日（日）午前１０時

　場所　図書館入口　　　

　読書週間の事業として、保存期間が

過ぎた古い雑誌や除籍図書を、皆さん

に提供します。

たくさん読もう・チャレンジ

（対象：中学生以下）

　読書週間中、１０冊以上の読書をさ

れた方に「ちょっとしたプレゼント」

を差し上げます。

お詫びと訂正
　２０１９年９月号（№１６２）の「まちの文芸」で、湯田畊道さんの
作品に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
　正しくは「夕立止む油燈の坂を境とし」です。
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